日本学生個人選手権大会　　　　　　6月6日～8日　　平塚運動公園競技場

～廣田（2）が110ｍHで準決勝進出・ベスト19位～

5000ｍ　　　大塚　統彦（3年）　　決勝　　15分45秒05

110ｍH　　　廣田　康大（2年）　　予選　　14秒63（+2.4）　準決勝進出

　　　　　　　　　　　　　　　　　 準決　　14秒74（+-0） 　ベスト19（出場62名）
· さすがの大塚（3）も関カレからの緊張感が保てず惨敗！

廣田（2）は全国レベルの大会で初の予選突破！追い風参考ながら自己ベストを0.1秒更新！

埼玉県選手権大会　　　　　　　　　　6月7日・8日　　熊谷市競技場

200ｍ　　　金田　翔平（1年）　　　予選　　23秒24（-0.2）

三段跳　　 大和田真慈（1年）　　　 決勝　　13ｍ53（+-0）

ハンマー投 木戸　勇輔（2年）　　　 決勝　　41ｍ40

· 金田（1）は体が絞れてくればエースになれる素材、これからが楽しみだ！

大和田（1）も現状の力を認識した上で、焦らずじっくり大きな跳躍を目指してほしい。

木戸（2）は安定した投擲が続いている。もうワンランク上（45ｍ以上）が次の目標だ。

日体大記録会　　　　　　　　　　　　6月14日　　　　日体大健志台

～廣田（2）が100ｍで初の10秒台～

～古家（2）が自己ベストを30センチ以上更新～

100ｍ　　　　荒　　裕気（3年）　　11秒61（-0.1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 11秒51（+0.1）

　　　　　　　山田　雄貴（2年）　 11秒22（+1.1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 11秒20（+0.1）

　　　　　　　廣田　康大（2年）　  10秒87（+-0）　　自己新・関カレ標準B突破

　　　　　　　豊福　太貴（2年）　　11秒89（+-0）

4×100　　　 山田・奥野・瀬戸口・廣田　　　失格　※3・4走間でオーバーゾーン

三段跳　　　　古家　嗣久（2年）　　14ｍ30（+0.2）　　自己新・関カレ標準B突破

· 荒（3）は試合過多かな？もう一回鍛錬期を過ごせば11秒台前半が安定するはず。

山田（2）も10秒台を目指すためにはもう一回の鍛錬期が必要かな？

廣田（2）の成長には驚かされる。今年は勝負への執着心がついてきた。とてつもない可能性を秘めた選手だ！豊福も11秒台が安定してきた。まだまだ記録更新は可能！

4×100は日本インカレ標準記録突破を目指してのレースであったが、記録を狙うために4走廣田がいつもより早めにスタートを切りバトンが渡らなかった。積極的なミスだが、2度とやって欲しくないミスだ！

三段跳古家（2）は怪我上がりの初戦で自己ベストを34センチ上回る記録で、関東インカレ標準記録B（14ｍ00）を突破！標準A（14ｍ40）も視野に入ってきた。腐らずにしっかりと練習してきた成果だ！！

西湖ロードレース　　　　　　　　　6月15日　　　　　西湖
【20.5キロ（2周）】　出場1491名
　　　　　　　　　　　　　　　　　記録　　　　　　　　　備考
　4位　大塚　統彦（3年）　　1時間08分00秒　　　1時間08分55秒（昨年）　　　　
　7位　柱　　欽也（3年）　　1時間09分18秒
　9位　三代川淳一（3年）　　1時間09分40秒　　　1時間12分56秒（昨年）
　11位 瀬川　陽平（2年）　　1時間10分19秒　　　1時間15分25秒（昨年）
　13位 槻澤　　翔（1年）　　1時間10分58秒
　17位 奥澤　　匠（1年）　　1時間11分44秒
　18位 宮里　昌寛（4年）　　1時間12分41秒
　20位 小山田典洋（2年）　　1時間13分19秒
23位 時庭　　崇（1年）　　1時間13分50秒
　23位 金子　政春（2年）　　1時間14分58秒　　　1時間17分40秒（昨年）
　49位 前　　一平（1年）　　1時間18分58秒　　　6キロ付近で腹痛のため中断
713位　関沼　雅大（1年）　　1時間47分02秒　　　怪我のため調整出場
　　　　石川　雄太（1年）　　途中棄権　　　　　　　足裏痛のため


【10.７キロ（1周）】　出場2161名　
　69位　上阪　哲也（監督）　　42分48秒　　　　　　44分25秒（昨年）
· ディフェンディングチャンピオン大塚（3）が2連覇を狙っての出場であったが、結果は4位入賞にとどまってしまった。しかし、記録は昨年より55秒短縮し1時間08分00秒。大塚だけでなく昨年出場した2年生以上の選手全員が大幅に記録を更新した。

1年生は20キロ以上のレースが初体験の者がほとんどで夏季の走り込み期を前にしてそれぞれが課題を見つけられたのではないかと思う。

　　

